
平成２８年度高校生自転車交通マナー向上対策事業
実践指定校の取組

１ 目的
県立高等学校の自転車通学生を主たる対象とし、愛
媛県自転車の安全な利用の促進に関する条例の基本
理念である「シェア・ザ・ロード」の考え方に沿った交通
安全教育を強化し、交通ルールの遵守や自転車交通
マナーの向上に取り組むことにより、自転車が関与す

る事故の防止を図る。

２ 平成２８年度実践指定校
○愛媛県立新居浜工業高等学校
○愛媛県立今治南高等学校
○愛媛県立松山北高等学校
○愛媛県立伊予高等学校
○愛媛県立宇和高等学校
○愛媛県立宇和島東高等学校

３ 実施内容
（１）交通安全教室の開催
（２）登下校時の交通危険箇所の把握・分析
（３）自転車新文化の促進
（４）交通マナー向上啓発チラシ等の作成・配布
（５）実践成果の普及



４ 実践指定校の取組

自転車シミュレータを活用した交通安全教室

（１）交通安全教室の開催

交通規則等に関する講習

交通事故被害者遺族による講話

自動車教習所と連携した交通安全教室

サイクルショップによる自転車安全点検講習



（２）登下校時の交通危険箇所の把握・分析

警察と連携した通学危険箇所の点検

各校で危険箇所マップを作成



（３）自転車新文化の促進

県自転車新文化推進室長による講話
サイクリストによる講演

マナーの実践と自転車の楽しさを体験

スポーツサイクルでのサイクリング

（学校で設定したサイクリン
グコース、しまなみ海道等）



（４）交通マナー向上啓発チラシ等の作成・配布

啓発ポスター・チラシ
（生徒・保護者、近隣校へ配付、校内掲示）

ヘルメット着用啓発ステッカーを作成



（５）実践成果の普及

地区内での高校生交通安全会議
等での取組発表

交通安全だより、マナーアップ通信等の発行・配布

ショッピングモールでの
交通安全啓発活動



地域の広報誌等による取組紹介



○生徒が主体的に活動することにより、交通安全への意識が

高まり、交通社会の一員であるという自覚を持つようになった。

○自転車シミュレーターの活用やサイクリングの実施など、体

験的な取組により、マナー向上、危険予測・回避の実践力が

養われた。

○保護者や地域の人に学校の取組を知ってもらう良い機会と

なり、学校と地域の連携につながった。

成果と課題

●交通安全意識への高まりを維持していくために、今後も継続

的に取り組んでいくことが必要。

●通学時以外でも自転車利用時にヘルメットを着用する習慣

や自転車交通マナーの定着を図っていくための取組が必要。

●学校だけの取組では限界があるため、家庭や地域、関係機

関との更なる連携強化が必要。
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